










要約:制度化以降のHBV母子感染予防実施例について,HBワクチン3回接種後の効果をみる

目的で生後6～7ヵ月目のHBs抗体価を測定した.また,いったん獲得したHBs抗体価のその

後の推移をみる目的で,生後 1年目,2 年目の HBs 抗体価を測定した. 

静岡県においてはHBワクチン3回接種1ヵ月後のHBs抗体価が22PHA価以下の例について

はその時点におけるHBIG の追加投与と生後 9ヵ月目を目安とした HB ワクチンの 2倍量接

種を行っているが,この対象となる例は,今回の調査対象 78 例中 14 例(17.9%)であった.ま

た,生後 11～12ヵ月目,2年目に 22PHA価の HBs抗体価を示した例はそれぞれ99例中 10例

(10.1%),23 例中 4 例(17,4%)であり,HB ワクチン接種によりいったん 23PHA 価以上の HBs

抗体価を獲得した例においても生後1年ないし2年目にはHBワクチンの追加接種を要する

例が生ずることも明らかになった. 

そこで,制度化以前に HBV 母子感染予防を実施し,生後 4 年以上追跡し得た 24 例について

HBs 抗体価の推移を追い,併せて生後 3～4 年目における HBc 抗体を測定した.その結果,HB

ワクチンを追加接種することなく生後3年間以上HBV感染を予防し得た例(HBc抗体陰転化

例)は24例中11例(45.8%)であり,長期的にみた場合,HBワクチンの追加接種を要する例は

全体の半数を超えることが明らかになった.今回調査対象とした 24 例の長期間にわたる追

跡結果の解析から HBワクチンの追加接種時期は生後 1～1.5 年目が適当であろうと考えら

れた. 


